
教 育 民 生 委 員 会 次 第 

 

     令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 

予算決算委員会教育民生分科会終了後開議 

３ ０ １ 会 議 室 

 

付 託 案 件 審 査 

 

１ 議案第50号 山中温泉文化会館及び山中児童センターの廃止等に伴う 

関係条例の整理に関する条例について 

 

報 告 事 項 

 

１ かが交流プラザさくら 貸事務所に係る使用料について（地域振興課） 

 

２ クラウドファンディング型ふるさと納税の実施について（環境課） 

 

３ クラウドファンディング型ふるさと納税の実施について 

（医療センター企画経営課） 

 

４ 加賀市多世代交流拠点・多世代共生コミュニティ調査業務の結果について 

（福祉政策課） 

   

  ５ 令和８年度敬老祝品事業について（介護福祉課） 

 

  ６ 加賀市公立保育園再編基本計画（改定版）について（子育て支援課） 

 

  ７ 加賀市児童発達支援体制について（子育て支援課） 

 

  ８ 加賀市新型インフルエンザ等対策行動計画（改定）について（健康課） 

 

  ９ 加賀市立学校施設の在り方に関するアンケート調査の結果について 

（教育総務課） 

 

  10 加賀市部活動の在り方改革検討会について（地域学び・スポーツ課） 

 

  11 旧歴史民俗資料館の資料の水濡れについて（文化課） 

 

そ の 他 



かが交流プラザさくら 貸事務所に係る使用料について 

 

 

１　有償化の背景 

　かが交流プラザさくら２階の貸事務所について、これまで公共的団体へ無償（実費相当分

のみ負担）にて貸し出ししていましたが、今年度末をもって旧加賀市民病院の建設事業債の

償還が完了することに伴い、受益者負担の原則に基づき、来年度より有償（行政財産使用料

の徴収）とします。 

 

２　対象となる貸事務所及び入居団体 

 

３　使用料の設定及び激変緩和措置 

　算定根拠：加賀市行政財産使用料条例に基づき使用料を算定する 

　減免措置の適用：入居団体は平成２９年度から公益活動を行う公共的団体として入居してい

ることから、同条例第６条に基づき使用料を５０％減免する 

　激変緩和措置：無償貸与から有償へ移行した場合、各団体の活動に影響を及ぼす可能性があ

ることから、３年間を目途に減免率を７０％とする激変緩和措置を適用する 

 

４　共益費の改定 

共益費は、開設当初の算定額を据え置いてきましたが、近年の光熱水費や人件費の高騰に

より、施設の維持管理費が増加しています。そのため、受益者負担の適正化を図るため、使

用料の有償化に併せて、令和９年度より共益費の改定を行います。 

【改定額一覧】 

 事務所 入居団体 面積(㎡)

  1 加賀おやこ劇場 103.798

 ２ 加賀市総合サービス株式会社 108.322

 ３ スポーツクラブ M.K.ORI-GO 115.682

 ４ （空き事務所） 57.468

 ５ 加賀市商工振興会連合会 56.277

 ６ （空き事務所） 61.135

 事務所 改定前 改定後

 1,2,3 6,000 円 8,000 円

 4,5,6 3,000 円 4,000 円
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クラウドファンディング型ふるさと納税の実施について 

 

加賀から不幸な猫をゼロにすることを目的に、飼い主のいない猫の不妊・去勢手

術助成資金を募る、ふるさと納税を活用したクラウドファンディングを行うことに

いたしました。令和 8年 10 月 3 日から開始いたしますので、ご報告いたします。 

 

プロジェクト名：加賀から不幸な猫をゼロに！人にも猫にもやさしい加賀市へ 

募 集 期 間：令和 8年 10 月 3 日から 12 月 31 日まで（90 日間） 

募 集 方 法：TRUST BANK が運営する「ふるさとチョイス」ホームページの 

ガバメントクラウドファンディングページに掲載 

目 標 金 額：1,000,000 円 

 

 

（掲載ページのイメージ） 
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クラウドファンディング型ふるさと納税の実施について 

 

加賀市医療センターに DMAT カーを導入することにより、災害時の医療支援活動の枠を

大きく広げることを目的に、ふるさと納税を活用したクラウドファンディングを行うこ

とにいたしました。令和 8年 10 月 3 日から開始いたしますので、ご報告いたします。 

 

プロジェクト名：命を守る！DMAT カー導入へのご支援を！ 

募 集 期 間：令和 8年 10 月 3 日から 12 月 31 日まで（90 日間） 

募 集 方 法：TRUST BANK が運営する「ふるさとチョイス」ホームページの 

ガバメントクラウドファンディングページに掲載 

目 標 金 額：6,000,000 円 

 

 

 

【加賀市医療センターDMAT 隊】 

当院は災害拠点病院として、令和 6年能登半島地震と奥能登豪雨の２回の災害に

おいて、発災後すぐ現地入りし、広域搬送支援や避難所巡回を実施しました。 

しかし、患者搬送能力を有する DMAT カーを保有しておらず、大型車でもなかった

ため物資輸送能力も無く、他の病院からの専用車両による DMAT 隊と比べて、活動に

大きな制限がかかっておりました。 

今回のプロジェクトによる DMAT カーの導入により、医療支援活動の枠が大きく広

がり、加賀市内の、また支援者のあなたが住む町の、万が一の災害にも可能な限り

駆けつけます。
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加賀市多世代交流拠点・多世代共生コミュニティ調査業務の結果について 

 

 

若者から高齢者まで生活様式の変化に合わせた快適な住環境の確保を進めるためには、空

き家の増加を抑制し、若年層の定住・流入を促進することが不可欠です。あわせて、世代を超

え安心して協働しながら暮らせる環境づくりと、地域の交流・支援機能を担う拠点の形成が重

要な課題となっています。 

ハード面（建物や住まい）とソフト面（交流の仕組みや提供サービス）の両面から多世代が日

常的に交流し、共に暮らせるコミュニティエリアおよび拠点施設を創出する「基本構想」を策定

することを目的に「加賀市多世代交流拠点・多世代共生コミュニティ調査業務」を実施しました。 

 

１  調査区域 

(1) 大聖寺区域 

大聖寺のうち、「加賀市立地適正化計画」で定める都市機能誘導区域及び居住誘導区域に

加えて、旧加賀商工会議所周辺を基本とします。 

(2) 松が丘区域 

松が丘地内（松が丘 1 丁目の 1 から松が丘 4 丁目の 2）の住宅団地とします。 

 

２ 調査内容 

（１） 対象区域の現状把握（人口・世帯数の変化や地域の社会資源等の状況） 

（２） 事業者からのサウンディング調査 

（３） 住民対象のワークショップ 

 

３ 実施機関及び委託期間 

  一般社団法人生涯活躍のまち推進協議会（大聖寺区域担当：株式会社計画情報研究所） 

 令和７年１２月 16 日～令和 8 年 6 月 30 日 

 

４ 基本構想の概要（詳細は、概要版参照） 

(1) 大聖寺区域における導入機能：保健・福祉機能、地域交流機能、子育て・教育支援機能、

住まい・生活支援機能、就労支援機能、相談支援機能、福祉人材育成機能 

（２） 松が丘区域における導入機能：交流・コミュニティ機能、福祉・相談機能、子育て・教育機

能、就労・地域経済機能、健康・レクレーション機能、地域運営機能 

   

５ 今後について 

  基本構想を受け、多世代が共生できるまちづくり（多世代共生コミュニティエリアのソフト・

ハード）を推進するための具体的な方法の検討をすすめます。 
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令和８年度敬老祝品事業について 

 

１ 概要 

 

9 月 21 日の敬老の日にあわせ、令和８年度に米寿（88 歳）、白寿（99 歳）を迎

えられる方、並びに男女の最高齢者の健勝をたたえ、祝い状、記念品をお送りし

ています。 

市長が 9 月 17 日に米寿の方２名を表敬訪問しております。 

 

２ 対象者 

 

(1) 米寿（８８歳） 

生年月日 昭和 13 年 4 月 1 日から昭和 14 年 3 月 31 日まで 

対象者数 ４１０名 （うち男性１６５名、女性２４５名） 

 

(2) 白寿（９９歳） 

生年月日 昭和 2 年 4 月 1 日から昭和 3 年 3 月 31 日まで 

対象者数  ５３名 （うち男性８名、女性４５名） 

 

(3) 最高齢者 

男性  前田 利正 さん  102 歳 （上河崎町） 

女性  谷口 冨美子 さん 108 歳 （中島町） 
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加賀市公立保育園再編基本計画（改定版）について 

 

 

令和 8年度に最終年度を迎える「加賀市公立保育園再編基本計画」について、当

初の趣旨を踏襲しつつ、現状に合わせた実施方針等へ再整理し改定するため、令和

8年 5月 21日付けで市長から加賀市健康福祉審議会へ諮問しました。 

同審議会こども分科会での審議を経て、8月 26日の答申、パブリックコメントを

踏まえ、改定計画を公表しました。 

 

１ 計画期間 

   令和 8年 9月から令和 12年度末までの 5か年度とします。 

 

２ 再編の主な実施方針 

(1) 全体方針 

① 0～1歳児について、すでに受入れを実施している園以外では行わない。 

② 既存施設の有効活用を基本方針とする。 

③ 全体に占める法人立園の入園児童数は 70%以上の維持に努める。 

(2) 適正規模の目安 

  3歳以上児では「1クラス 15人程度」、園の定員は「80人程度」を目安と 

する。 

(3) 配置エリアの基準 

住民の生活圏域等を踏まえ、「中学校区に公私協働で 1園以上」を配置する。 

(4) 休園・協議基準 

  次年度の入園申込児童数（継続、新規すべてを含む）が 10 人未満で休園、

20人未満で保護者説明会等の協議を開始する。 

 

３ 公立保育園の具体的な再編内容 

実施年度 対象保育園 

令和 8 年度末で休園 大聖寺保育園、勅使保育園、作見保育園 

令和 9 年度末で休園 錦城保育園、庄保育園、河南保育園 

令和 10 年度末で休園 東谷口保育園 

継続運営 
加陽保育園、スワトン保育園、動橋保育園、橋立保育園、 

山中中央保育園 

 ※上記スケジュールに関わらず、２（4)に該当した場合は、休園基準を優先する。 

 

４ パブリックコメント 0件 

 

５ 直近及び今後のスケジュール 

 9月 16日        計画を公表 

 10月 1日～10月 15日 令和 9年度入園申込受付（2ページに詳細説明） 

 10月～11月      令和 8年度で休園する園の保護者・地域向け説明 
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【令和 9年度の入園申込について】 

令和 9 年度に保育園・認定こども園に入園を希望する人の入園申込みを、次

のとおり受け付けます。 

 

１ 保育園・認定こども園 

(1) 受付期間 

10月 1日（木）～10月 15日（木） 

※ 9月下旬から各園で申込書を交付します。 

(2) 入園申込み先 

入園を希望する保育園・認定こども園又は子育て支援課 

(3) 入園決定のご案内 

令和 9年 2 月中に保護者にお知らせします。 

 

２ 申込対象保育園・認定こども園 

（公立）                 （法人立） 

 保育園名   保育園名 

1 錦城保育園  1 キッズランドいなみえん 

2 庄保育園  2 清心こども園 

3 東谷口保育園  3 わかたけこども園 

4 スワトン保育園  4 松が丘こども園 

5 動橋保育園  5 かが幼稚園 

6 橋立保育園  6 たちばなこども園 

7 加陽保育園  7 やくおうえん 

8 山中中央保育園  8 第 2やくおうえん 

9 河南保育園  9 新生保育園 

   10 清和保育園 

   11 開陽保育園 

   12 聖光保育園 

   13 山中ふたば保育園 

   14 山中保育園 

 

 

※なお、休園となる園からの転園につきましては、通常の入園申込期間にかかわら

ず、個別の状況を考慮のうえ対応してまいります。 



 

加賀市児童発達支援体制について 

 

 

今後の本市の児童発達支援体制のあり方や取り組むべき施策の方向性等につい

ては、令和 8 年 2 月 13 日付けで市長から加賀市健康福祉審議会に諮問し、同会障

害者分科会及びこども分科会合同で設置した児童発達支援体制検討専門部会での

審議を経て、8月 26 日に答申を得ました。 

答申の概要や今後のスケジュール等について、次のとおり報告します。 

 

１　答申の概要 

　(1)　基本コンセプト 

　「見逃さない」、「待たせない」、「途切れない」 

 

(2) 今後の方向性と具体的方策（４つの柱） 

　　①　相談窓口の一元化（入口機能） 

　　　　　こども育成相談センターの発達相談機能を集約、一元化した「新・子育

て応援ステーション」としてワンストップ総合相談 

窓口を構築する。 

　　②　児童発達支援体制の機能再編（中核機能） 

　　　　　令和 6年児童福祉法改正を踏まえた官民連携による新しい形の「新・児

童発達支援センター」を地域障害児支援の中核機関として設置する。 

　　③　地域資源の確保と専門性の向上（地域機能） 

　　　　　地域における人員不足やスキルアップの課題に対し、支援メニュー　　　　 

や研修体制を確保し、地域全体の支援体制の質の向上につなげる。 

　　④　ライフステージに応じた支援 

　　　　　未就学期から就学後、さらには成人期以降を見据え、ライフステージに 

　　　　わたる切れ目のない支援体制の構築を目指す。 

　 

(3)　「新・児童発達支援センター」の運営場所 

　　　　　入口機能となる新・子育て応援ステーションとの距離や市内全域をマネ

ジメントできる距離を鑑み、利用者のアクセスのしやすさから、市内中心

部等を前提に検討し、民間活力の提案等もふまえ候補地を選定することを

求める。 

 

　(4)　協議の場の設置 

　　　　今後の継続課題の検討のため、関係者を交えた協議の場の設置を求める。 

 

(5)　想定スケジュール（予定） 

　　令和 8年 9月～　　　協議の場の設置、相談窓口一元化等の検討等 

　　令和 9年度　　　　　児童発達支援センター運営法人の選定、設置協議等 

　　令和 10 年～11 年度　児童発達支援センター稼働準備 

　　令和 11 年～12 年度　新施設、新体制での稼働 
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加賀市新型インフルエンザ等対策行動計画（改定）について 

 

 

新型インフルエンザ等対策特別措置法（以下、「措置法」）の改正に基づき、新型コロナ

への対応が見直され、国においては、令和 6年 7月に新型インフルエンザ等対策政府行動

計画が改定され、それを受けて令和 7年 3月に石川県新型インフルエンザ等対策行動計画

が改定された。本市においても、政府および県の計画改定を踏まえ、新たな感染症危機に

備えた対策の一層の充実と実効性の確保を図るため、令和 8年 8月、本計画を改定しまし

た。 

 

 

１ 計画改定の概要 

   新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、感染症の発生段階に応じて、新型 

インフルエンザ等対策の実施において、市が取るべき具体的な対策をまとめたもの。 

 

２ 目的 

(1) 感染拡大を可能な限り抑制し、市民の生命及び健康を保護する。 

    (2) 市民の生活・経済に及ぼす影響が最小となるようにする。   

 

３ 対策推進の役割 

    国：新型インフルエンザ等の発生時に自ら対策を新型インフルエンザ等の発生時 

に自ら対策を実施し、地方公共団体等が実施する対策を支援 

ワクチンや診断薬、治療薬等の早期の開発や確保 

感染症や感染対策に関する基本的な情報の提供・共有 等 

  県：特措法及び感染症法に基づく措置の実施主体として中心的な役割を担当 

医療提供体制の整備、検査体制の構築、まん延防止の対策 等 

  市：住民に対するワクチンの接種 

県との連携のもと患者や濃厚接触者への生活支援、要配慮者への支援 等 

 

４ 対策時期  

３期（準備期・初動期・対応期）に区分けし、様々な感染症に幅広く対応 

準備期：新型インフルエンザ等感染症の発生前の段階                    

初動期：国内及び県内(市内)で発生した場合を含め、世界で新型インフルエンザ 

等に位置付けられる可能性がある感染症が発生した段階 

    対応期：概ね政府対策本部の設置後から流行状況の収束に至るまでの間 

    

５ 市の体制 

市連絡会議（会長：健康福祉部長、委員：関係部総務担当課長） 

※ 石川県新型インフルエンザ等対策警戒本部が設置された場合に設置 

市対策本部（本部長：市長、副本部長：副市長、教育長、病院事業管理者 

      本部員：各部局の長） 

 ※ 国により緊急事態宣言がなされた場合に設置 

 

６ 計画期間 令和８年度～おおむね６年間 
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加賀市立学校施設の在り方に関するアンケート調査の結果について 

 

【アンケート期間】 

令和 8年 7月 6日（月）から令和 8年 7月 26 日（日）まで 

 

【回答数・率】 

合計：3,813 件 

① 市内の学校に通う小学校および義務教育学校の 4年生から 6年生までの児童 

回答数：1,235 件、回答率：97.5％（対象人数：1,267 人） 

② 中学校１年生から 3年生及び義務教育学校 7年生から 9年生までの生徒 

回答数：998 件、回答率：70.9％（対象人数：1,407 人） 

③ 未就学児から中学校 3年生（義務教育学校 9年生）までの保護者 

回答数：965 件、回答率：約 9.7％（対象人数：約 10,000 人） 

④ 市内小中学校・義務教育学校の教職員、学校運営協議会委員・地域学校協働活動推進員 

回答数：416 件、回答率：75.8％（対象人数：549 人） 

⑤ 上記以外の市民 

回答数：199 件、回答率：約 0.5％（対象人数：約 37,000 人※16歳～80 歳人口） 

 

【アンケートの方法】 

Web アンケート 

 

 

＜参考：標本誤差＞ 

標本調査（母集団から一部の標本を抽出して行う調査）を行って母集団値を推定する際に生じ

る、標本値と母集団値との差。 

この誤差がどの範囲の大きさで生じるかは、確率論に基づいて一定の式で計算することができ

る。標本誤差は抽出数を多くするほど小さくなり、また母集団内での個別データのバラツキが小

さいほど小さくなる。 
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＜参考＞ 

アンケートの集計は、スペースの関係上、選択肢を短縮して記載してあります。ニュアンスが異

なる可能性がありますので、正確な選択肢と見比べてご覧ください。 

 

≪小 4～6年生・中学生向けアンケート設問≫ 

 

 １．あなた自身のことについてお聞きします。 

 

小
学
生

Q1 あなたの通っている学校を教えてください。（1つ選択）

 A1 ①錦城小、②錦城東小、③三谷小、④南郷小、⑤片山津小、⑥金明小、⑦湖北小 

⑧動橋小、⑨分校小、⑩作見小、⑪山代小、⑫庄小、⑬東谷口小、⑭勅使小、 

⑮山中小、⑯河南小、⑰橋立海青学園

 中
学
生

A1 ①錦城中、②片山津中、③東和中、④山代中、⑤山中中、⑥橋立海青学園

 

共
通

２．小中学校の学校の安全・安心や在り方についてお聞きします。

 Q2 学校施設に何があれば、より安心だと感じますか。（最大 3つ選択）

 A2 ① 外から人やクマが入らないようにするフェンス 

② 校門などで、学校への出入りを確認する防犯カメラ 

③ 送り迎えのときに安全に乗り降りができる場所 

④ カラーボール（知らない人が学校に入ってきて、逃げる時、あとで警察などに捕ま

えてもらえるよう、目印をつけるためのボール） 

⑤ クマよけスプレー 

⑥ 防災ヘルメット・防災頭巾 

⑦ その他（ご自由にお書きください）

 

共
通

Q3 市内の学校の数や場所を決めるとき、安全のほかに、どのような点が特に重要だと思

いますか。（最大 3つ選択）

 A3 ① 1 クラスのクラスメイトの数や 1学年のクラス数がある程度多く、いろいろな活動

などにつながること 

② 1クラスのクラスメイトの数や 1学年のクラス数がある程度少なく、きめ細かな教

育などにつながること 

③ クラス替えがあること 

④ 小学校から中学校へ進学するときに、環境の変化が小さいこと 

⑤ 通学時間 

⑥ 先生が連携して仕事がしやすいこと 

⑦ 子どもや保護者の声が学校に届きやすいこと 

⑧ 学校と地域との結びつきが強いこと 

⑨ 施設を直したり整備したりすることにより、より快適な学習環境にすること 

⑩ 給食がより安定的に実施できる施設であること 

⑪ その他（ご自由にお書きください）

2



 

 

 

共
通

３．クラスの数とクラスメイトの人数についてお聞きします。

 Q4 学校のクラスの数とクラスメイトの人数はどのくらいが良いと思いますか。（1 つ選択）

 A4 ①今より多い方がいい、②今より少ない方がいい、③ちょうどいい、④分からない

 Q5 （A4 で①～③の人のみ） 

前問のように答えた理由として、あなたの考えに近いものを選んでください。（最大 3

つ選択）

 A5 ① 多くの友達ができて、いろいろな交流がありそう 

② 一人ひとりにあわせて、ていねいに教えてもらえそう 

③ クラスどうしで楽しく競争や交流ができそう 

④ 複数の学年が一緒になった活動などがやりやすそう 

⑤ 運動会や遠足などの行事や活動が大勢で盛り上がりそう 

⑥ 運動会や遠足などの行事や活動で一人ひとりの意見が取り入れやすそう 

⑦ 授業や休み時間などに、いろいろな活動ができそう 

⑧ 授業や休み時間などに、運動場や体育館などを自由に使えそう 

⑨ 学校の先生がみんな一緒になって対応してくれそう 

⑩ その他（ご自由にお書きください）

 

共
通

４．学校へ行く方法と時間についてお聞きします。

 Q6 いつも、どのような方法で学校へ通っていますか。（1 つ選択）

 A6 ①徒歩、②スクールバス、③保護者送迎、④公共交通機関、⑤自転車、⑥その他

 Q7 いつも、家を出てから学校につくまでの時間は、どのくらいですか。（1 つ選択）

 A7 ①15 分まで、②30分まで、③45分まで、④60分まで、⑤分からない

 Q8 学校に行くときは、どのような方法で通うと良いと思いますか。（いくつでも）

 A8 ①徒歩、②スクールバス、③保護者送迎、④公共交通機関、⑤自転車、⑥その他

 Q9 家を出てから学校につくまでの時間は、どのくらいが良いと思いますか。（1 つ選択）

 A9 ①15 分まで、②30分まで、③45分まで、④60分まで、⑤時間は気にしない
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≪保護者、市民、学校関係者向けアンケート設問≫ 

 

 １．あなた自身のことについてお聞きします。 

 

保
護
者
、
市
民

Q1-1 あなたの年齢について教えてください。（1つ選択）

 A1-1 ①20 歳未満、②20 歳代、③30 歳代、④40 歳代、⑤50 歳代、⑥60 歳代、⑦70 歳以上

 Q1-2 あなたの同居する家族について教えてください。（いくつでも）

 A1-2 ①未就学児がいる、②小学生がいる、③中学生がいる、④高校生がいる、 

⑤当てはまるものは無い

 Q1-3 あなたのお住いの地域の小学校を教えてください。（1つ選択）

 A1-3 ①錦城小、②錦城東小、③三谷小、④南郷小、⑤片山津小、⑥金明小、⑦湖北小 

⑧動橋小、⑨分校小、⑩作見小、⑪山代小、⑫庄小、⑬東谷口小、⑭勅使小、 

⑮山中小、⑯河南小、⑰橋立海青学園、⑱市外、⑲分からない

 

教
職
員

Q1 あなたのお勤めの学校を教えてください。（1つ選択）

 A1 ①錦城小、②錦城東小、③三谷小、④南郷小、⑤片山津小、⑥金明小、⑦湖北小 

⑧動橋小、⑨分校小、⑩作見小、⑪山代小、⑫庄小、⑬東谷口小、⑭勅使小、 

⑮山中小、⑯河南小、⑰橋立海青学園（前期）、⑱錦城中、⑲片山津中、 

⑳東和中、㉑山代中、㉒山中中、㉓橋立海青学園（後期）

 コ
ミ
ス
ク
委
員
・CSC

Q1 あなたが携わっている学校を教えてください。（1つ選択）

 A1 ①錦城小、②錦城東小、③三谷小、④南郷小、⑤片山津小、⑥金明小、⑦湖北小 

⑧動橋小、⑨分校小、⑩作見小、⑪山代小、⑫庄小、⑬東谷口小、⑭勅使小、 

⑮山中小、⑯河南小、⑰橋立海青学園（前期）、⑱錦城中、⑲片山津中、 

⑳東和中、㉑山代中、㉒山中中、㉓橋立海青学園（後期）

 

共
通

２．小中学校の学校施設の安全・安心や在り方についてお聞きします。

 Q2 学校施設にどのような設備があればより安心だと感じますか。（最大 3つ選択）

 A2 ① 敷地外からのよじ登りや乗り越えを防ぐ防犯フェンス・忍び返し 

② 校門などにおける学校への出入りが確認できる防犯カメラ 

③ 送迎の際、安全に乗り降りができる場所 

④ 逃走する不審者の目印用のカラーボール 

⑤ 熊よけスプレーなどの鳥獣害対策グッズの常備 

⑥ 一人ひとりの防災ヘルメット・防災頭巾 

⑦ その他（ご自由に記載ください）
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共
通

Q3 学校施設の在り方（数や配置など）において、安全確保の他に、どのような点が特に

重要だと思われますか。（最大 3つ選択）

 A3 ① 1 学級の児童生徒数や同学年の学級数がある程度多く、多様な活動などにつながる

こと 

② 1学級の児童生徒数や同学年の学級数がある程度少なく、きめ細かな教育などにつ

ながること 

③ クラス替えがあること 

④ 小学校・中学校の間での環境の変化が小さいこと 

⑤ 通学時間 

⑥ 教職員が連携した組織的な体制が確保しやすいこと 

⑦ 子どもや保護者の声が学校に届きやすいこと 

⑧ 学校と地域との結びつきを強めやすいこと 

⑨ 施設の修繕や環境整備などにより、より快適な学習環境で学びやすいこと 

⑩ 給食がより安定的に実施できる施設であること 

⑪ その他（避難所としての観点、維持管理や改修費の観点など、ご自由に記載くださ

い）

 

共
通

３．小中学校の学級数及び児童生徒数についてお聞きします。 

 Q4 学校には、1学年あたりおおむね何学級で、1学級には何人いるのが理想的だと思いま

すか。（各 1つ選択）

 A4-1 1 学年：①1学級、②2学級、③3学級以上、④複式学級（複数学年を 1学級にまとめ

ること）、⑤一概に言えない

 A4-2 1 学級：①10 人以下、②11～20 人、③21 人～30 人、④31人以上、⑤一概に言えない

 Q5 （A4-1 で①～④の人または A4-2 で①～④の人のみ） 

前問のように答えた理由として、あなたの考えに近いものを選んでください。（最大 3

つ選択）

 A5 ① 多くの友達ができて、多様な交流がありそう（人間関係が固定化されにくそう） 

② 一人ひとりに応じた、きめ細かな支援が受けられそう 

③ 学級どうしで切磋琢磨したり、学級間で交流ができそう 

④ 学年を越えた一体的な活動などが実施しやすそう 

⑤ 運動会や遠足などの行事や活動が大勢で盛り上がりそう 

⑥ 運動会や遠足などの行事や活動で一人ひとりの意見が取り入れやすそう 

⑦ 授業や休み時間などに多様な活動ができそう 

⑧ 授業や休み時間などに運動場や体育館などを柔軟に活用できそう 

⑨ 担任以外の教職員も一体となった組織的な学校の対応につながりやすそう 

⑩ その他（ご自由に記載ください）
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共
通

４．通学方法と通学時間についてお聞きします。 

 Q6 小学生の通学方法として、どのような方法が良いと思いますか。（いくつでも）

 A6 ①徒歩、②スクールバス、③保護者送迎、④公共交通機関、⑤自転車、⑥その他

 Q7 小学生の片道の通学時間は、どのくらいが許容範囲だと思いますか。（1 つ選択）

 A7 ①15 分まで、②30 分まで、③45 分まで、④60 分まで、⑤時間は問わない

 Q8 中学生の通学方法として、どのような方法が良いと思いますか。（いくつでも）

 A8 ①徒歩、②スクールバス、③保護者送迎、④公共交通機関、⑤自転車、⑥その他

 Q9 中学生の片道の通学時間は、どのくらいが許容範囲だと思いますか。（1 つ選択）

 A9 ①15 分まで、②30 分まで、③45 分まで、④60 分まで、⑤時間は問わない

 

共
通

５．学びについてお聞きします。 

 Q10 より豊かな学びの実現等のため、学習内容面のほかに重要なことは何だと思われます

か。（いくつでも）

 A10 【クラスに関すること】 

① クラス替えができること。 

② 一人ひとりに応じた、きめ細かな支援が受けられること。 

③ 運動会や合唱などの集団活動・集団学習に制約が生じないこと。 

④ 学年を越えた一体的な活動ができること。 

⑤ 多様な価値観に触れさせられること。 

⑥ 行事や活動で一人ひとりの意見が取り入れられること。 

【教職員に関すること】 

※一般論として、児童生徒数の減少に応じて、法律に基づく学校の教職員定数は減少

します。 

⑦ 複数学年や複数教科、免許外教科の担当など、負担の大きい事務がないこと。 

⑧ 教材研究や生徒指導について相談する時間や相手がいること。 

⑨ 例えば産育休時などの代替職員の確保が容易であること。 

⑩ 習熟度別指導、専科指導などの多様な指導方法を取れること。 

⑪ 研修や他校等での研究協議会等に参加するための人繰りができること。 

⑫ 教育支援員など、市独自の職員が配置・確保できること。 

【施設等に関すること】 

⑬ 施設・設備が十分に新しいこと。 

⑭ 創造性など刺激される空間であること。 

⑮ 不審者等への対策ができていること。 

⑯ 通学路の安全が確保されていること。 

【その他】 

⑰ その他（ご自由に記載ください）
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１．あなた自身のことについてお聞きします。 
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Q2．学校施設に何があれば、より安心だと感じますか(最大 3つまで) 
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Q3．市内の学校の数や場所を決めるとき、安全のほかに、どのような点が特に重要だと思いますか

(最大 3つまで) 
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Q4．学校のクラスの数とクラスメイトの人数はどのくらいが良いと思いますか（小中学生のみ） 

 

うち、小学校の学校規模別（1クラスあたりの人数と学級数別） 

 

【小学校の学校規模の分類】 

①10人以下：4 校（児童数が約 60 人以下：三谷、南郷、東谷口、勅使） 

②11～20 人：6校（児童数が約 120 人以下：金明、湖北、分校、庄、河南、橋立前期） 

③21～30 人（単学級校）：4校（児童数が約 180 人以下：錦城東、片山津、動橋、山中） 

④21～30 人（複数学級校）：3校（常時 2学級以上ある：錦城小、作見小、山代小） 

※山代小のみ 3クラス、他 2校は 2クラス 

 

 

10



Q4-1．1 学年の学級（クラス）数（保護者・学校関係者・市民のみ） 

 

Q4-2．1 学級の人数（保護者・学校関係者・市民のみ） 
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Q5．前問のように答えた理由として、あなたの考えに近いものをえらんでください 

(最大 3まで) 
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Q5 で「多くの友達ができて、多様な交流がありそう（人間関係が固定化されにくそう）」と回答し

た人は、下記の学級数とクラスメイト数を選択している。 

 

Q5 で「一人ひとりに応じた、きめ細かな支援が受けられること」と回答した人は、下記の学級数

とクラスメイト数を選択している。 

 

 

13



Q6．いつも、どのような方法で学校へ通っていますか（小中学生のみ） 

 

Q7．いつも、家を出てから学校につくまでの時間は、どのくらいですか（小中学生のみ） 

 

Q8．小学生の通学方法として、どのような方法が良いと思いますか（いくつでも） 
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Q9．小学生の片道の通学時間は、どのくらいが許容範囲だと思いますか。 

 

Q8．中学生の通学方法として、どのような方法が良いと思いますか（いくつでも） 
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Q9．中学生の片道の通学時間は、どのくらいが許容範囲だと思いますか 

 

Q10．より豊かな学びの実現等のため、学習内容面のほかに重要なことは何だと思われますか。（い

くつでも）（保護者・学校関係者・市民のみ） 
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R8.9.18　教育民生委員会資料

 

加賀市部活動の在り方改革検討会について 

 

１　目的 

加賀市教育ビジョン（2026-2030）のプロジェクト３「部活動の在り方改革」に係る取組の一

環として、改革の目的や意義等について、地域クラブの指導者、保護者・学校関係者、スポー

ツ・文化関係者などの委員から幅広く意見等を聴取し、考え方等を共有する機会とするととも

に、その過程で見出された関係者の意向等に基づく理念等をリーフレットなどの一定の成果物

として取りまとめること等で、今後の企画立案・普及啓発等に活用し、「子ども主体の学びの場」

を広げることを目的として実施した。 

２　期間 

令和 8年１月 28 日（水）～令和 8年 9月 4日（金）　全 7回実施 

３　委員 

【選出委員】 

PTA 関係者、地域クラブ指導者、スポーツ協会関係者、ジュニアクラブ活動関係者、地域で活

動する団体指導者、コミュニティスクール関係者、教員経験者から 11 名選出 

４　成果物 

委員及び教育委員会がともに大切にしていきたい思いを共有するための言葉として、今後の

部活動の在り方改革の①使命（ミッション）、②実現したい未来（ビジョン）、③行動に当たっ

て大切にする視点（ポリシー）、④放課後を起点とした子ども主体の活動の呼称を策定。 

①ミッション 

地域みんなで、挑戦も失敗も学ぶフィールドをつくる。 

②ビジョン 

夢がつぎつぎと湧き出るまちへ。 

③ポリシー 

愛を注ぐ。 

見る。待つ。引き出す。 

居場所をつくる。仲間をつくる。 

子どもも大人も楽しく。 

すべての子どもに機会を。 

④放課後を起点とした子ども主体の活動の呼称 

 わたしいろチャレンジ



旧歴史民俗資料館の資料の水濡れについて 

 

【経緯】 

　令和８年９月４日（金）の館内見回りの際、歴史民俗収蔵庫内の 1階フロア

の床が水浸しとなっており、保管していた資料の一部のほか、パンフレットな

どが水に濡れている状態を確認しました。 

浸水は、１階事務室屋上のルーフドレンの泥による目詰まりのため、排水が

十分行われず、天井から１階事務所を伝ってフロア内まで流れ込んだことが原

因と考えられます。 

 

【対応】 

上記状態を確認後、直ちに目詰まりの解消と、土嚢等によりフロア内への浸

水を防止しました。 

１階フロア内の資料は、速やかに２階へ移動するとともに、水濡れのあった

資料については、水分を拭き取った上で、除湿器等による乾燥と、翌日翌々日

にかけて陰干し等の処置を行っております。 

また、水濡れの無かった資料についても、指定文化財であるもの等から、保

存管理上の対策のできる別の場所に移動しております。今回の事態を重く受け

止め、水濡れ等のあった資料の状態を継続的に確認するとともに、定期的な見

回りにおける一層きめ細かな確認、施設の適切な維持管理等により、再発防止

に努めてまいります。

R8.9.18 教育民生委員会資料


